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On Women’s Education in Nagano Prefecture during the Middle 
Period of the Meiji Era

Noboru SHIMIZU

一　

は
じ
め
に

　

明
治
の
近
代
教
育
は
明
治
五
年
の
「
学
制
序
文
」（
高
上
ノ
学
ニ
至
テ
ハ

其
人
ノ
材
能
ニ
任
カ
ス
ト
雖
ト
モ
幼
童
ノ
子
弟
ハ
男
女
ノ
別
ナ
ク
小
学
ニ
従

事
セ
シ
メ
サ
ル
モ
ノ
ハ
其
父
兄
ノ
越
度
タ
ル
ヘ
キ
事
）《
太
政
官
布
達
》
に

よ
り
始
ま
り
、
そ
こ
に
は
男
女
共
通
の
教
育
、
男
女
共
学
の
理
念
が
掲
げ
ら

れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
自
由
民
権
運
動
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
国
内

の
情
勢
に
対
応
す
べ
く
儒
教
主
義
的
教
育
内
容
の
重
視
と
教
育
の
中
央
集
権

的
統
制
の
強
化
へ
と
文
教
政
策
の
方
向
転
換
が
図
ら
れ
る
①
。
加
え
て
女
子

の
就
学
率
の
停
滞
に
対
す
る
文
部
省
お
よ
び
府
県
学
事
担
当
者
か
ら
の
要
望

を
受
け
入
れ
る
か
た
ち
で
②
明
治
十
二
年
の
「
教
育
令
」（
凡
学
校
ニ
於
テ

ハ
男
女
教
場
ヲ
同
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス　

但
小
学
校
ニ
於
テ
ハ
男
女
教
場
ヲ

同
ク
ス
ル
モ
妨
ケ
ナ
シ
《
第
四
十
二
条
》）《
太
政
官
布
告
》
に
よ
り
男
女
別

学
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

明
治
二
十
四
年
の
「
学
級
編
成
等
ニ
関
ス
ル
規
則
」（
同
学
年
ノ
女
児
ノ

数
ノ
学
級
ヲ
組
織
ス
ル
ニ
足
ル
ト
キ
ハ
該
学
年
ノ
男
女
学
級
ヲ
別
ツ
ヘ
シ　

但
第
一
学
年
及
第
二
学
年
ニ
於
テ
ハ
此
限
リ
ニ
有
ラ
ズ
《
第
二
条
》）、
明
治

二
十
六
年
の
「
女
子
就
学
並
裁
縫
教
員
に
関
す
る
件
」
に
よ
り
更
に
男
女
別

学
が
徹
底
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
、
二
年
で
必
ず
し
も
別
学
年
に
し
な
く
て
も
よ
い
と
し
て

い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
第
一
学
年
第
二
学
年
ニ
於
テ
一
旦
之
ヲ
区
別
ス
ル
モ
第
三
学
年
以

上
ニ
至
リ
テ
一
学
級
ヲ
組
織
ス
ヘ
キ
同
学
年
ノ
女
児
ノ
数
ヲ
得
ル
能

ハ
ス
シ
テ
再
ヒ
男
女
児
ヲ
合
併
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
カ
如
キ
コ
ト
ア

ラ
ハ
初
二
箇
年
ノ
間
之
ヲ
区
別
ス
ル
モ
其
効
甚
タ
少
カ
ル
ベ
キ
カ
如

ナ
リ
」

　

こ
れ
は
、
低
学
年
の
間
だ
け
で
学
校
を
退
学
し
て
し
ま
う
女
子
が
多

か
っ
た
当
時
の
実
情
か
ら
出
た
理
由
で
あ
る
が
、
同
規
則
の
趣
旨
と
希

望
す
る
所
は
、「
初
学
年
ヨ
リ
之
ヲ
区
別
シ
テ
教
授
ス
ル
コ
ト
」
で
あ

っ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
八
九
三
〔
明
治
二
十
六
〕
年
の
「
女
子
就
学
並
裁
縫
教

員
に
関
す
る
件
」（
文
部
省
訓
令
第
八
号
）
で
は
、
女
子
の
就
学
率
の

向
上
と
小
学
校
に
お
け
る
裁
縫
教
育
の
充
実
が
指
示
さ
れ
、
一
八
九
七

〔
明
治
三
十
〕
年
の
文
部
省
訓
令
十
二
号
で
は
、
小
学
校
の
男
女
別
学

級
、
さ
ら
に
別
学
校
化
の
促
進
と
師
範
学
校
の
拡
張
の
際
に
は
男
女
別

の
師
範
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
な
ど
が
指
示
さ
れ
た
。
こ
の
訓
令
は
男

子
小
学
校
、
女
子
小
学
校
の
設
立
や
次
章
で
み
る
師
範
学
校
女
子
部
の

分
離
独
立
と
女
子
師
範
学
校
の
新
設
を
促
す
契
機
に
な
っ
た
。

　

こ
の
後
、
一
九
〇
〇
〔
明
治
三
十
三
〕
年
に
出
さ
れ
た
小
学
校
令
施

行
規
則
第
三
十
一
条
で
も
、
尋
常
小
学
校
の
一
、
二
年
以
外
は
原
則
と

し
て
男
女
別
学
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
が
、
こ
の
原
則
は
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
一
九
四
六
〔
昭
和
二
十
一
〕
年
一
〇
月
九
日
に
、
国
民

学
校
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
国
民
学
校
初
等
科
の
男
女

共
学
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。（
橋
本
紀

子
『
男
女
共
学
制
の
史
的
研
究
』
平
成
四
年
・
大
月
書
店
・
四
十
頁

〔　

〕
は
引
用
者
）

　

本
稿
の
目
的
は
、
国
策
と
し
て
男
女
別
学
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
た
明

治
中
期
に
お
け
る
長
野
県
下
の
女
子
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と

で
あ
る
。

明
治
中
期
の
長
野
県
の
女
子
教
育
の
実
態
と
背
景

　

―

『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』・『
信
濃
毎
日
新
聞
』
を
中
心
に―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

登
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明治中期の長野県の女子教育の実態と背景

二　

明
治
期
の
長
野
県
教
育
に
お
け
る
男
女
に
対
す
る
扱
い
に
つ
い
て

　

明
治
二
十
年
代
初
期
の
長
野
県
教
育
に
お
け
る
男
女
に
対
す
る
扱
い
に
つ

い
て
教
育
専
門
雑
誌
を
通
し
見
て
み
よ
う
。

男
女
教
室
ヲ
別
ニ
シ
テ
教
授
上
ノ
便
利
ア
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
書
籍
ニ
拘

泥
シ
女
子
ノ
修
身
ニ
モ
男
子
ト
同
ク
常
ニ
忠
臣
義
士
等
ノ
説
話
ヲ
以
テ

ス
ル
ア
ル
ヲ
見
ル
不
活
用
モ
亦
甚
シ
カ
ラ
ス
ヤ
女
子
ト
雖
ト
モ
忠
臣
義

士
ノ
譚
必
要
ナ
ラ
サ
ル
ニ
非
ス
然
レ
ト
モ
亦
女
子
ハ
自
ラ
女
子
ニ
適
当

ノ
事
ア
リ
テ
男
子
ト
異
ナ
ル
所
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
即
チ
他
日
賢
母
良
妻

ト
ナ
ル
ヘ
キ
居
家
必
要
ノ
教
訓
ハ
勿
論
稍
年
長
ノ
生
徒
ハ
家
事
経
済
育

児
法
等
ノ
一
端
ヲ
モ
知
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
（「
子
守
教
育
及
巡
回

教
授
ノ
コ
ト
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
二
十
六
号
・
明
治
二
十
一
年

十
一
月
）

　

教
科
に
よ
っ
て
は
男
女
に
よ
り
教
育
内
容
を
異
に
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

主
張
で
あ
る
。

　

男
女
に
よ
り
教
育
内
容
を
異
に
す
べ
き
と
す
る
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る

な
か
で
次
の
よ
う
な
男
女
別
学
と
は
方
向
が
異
な
る
主
張
の
論
文
が
掲
載
さ

れ
注
目
さ
れ
る
。

小
学
期
ニ
於
テ
云
フ
所
ノ
尋
常
ノ
業
務
ニ
就
ク
ノ
準
備
ト
ハ
凡
ソ
何
ノ

業
務
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
普
通
一
般
ニ
入
用
ナ
ル
知
能
ヲ
与
ル
ヲ
云
フ
故
ニ

該
学
期
ニ
於
ケ
ル
教
育
ハ
殊
ニ
女
子
ニ
ノ
ミ
必
須
ナ
ル
裁
縫
科
等
一
二

ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
男
女
共
ニ
差
異
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
然
レ
ト
モ
第
二
学
期
即

チ
中
学
期
ニ
至
リ
テ
ハ
然
ラ
ス
男
女
ノ
間
甚
タ
シ
キ
差
異
ア
リ
テ
存
ス

何
ゾ
ヤ
曰
ク
中
学
期
ヲ
卒
リ
テ
後
男
女
各
々
執
ル
ヘ
キ
所
ノ
業
務
ハ
則

チ
黒
白
ノ
差
異
ア
リ
（
教
育
堂
主
人
「
女
子
教
育
思
叢
」『
信
濃
教
育

会
雑
誌
』
第
三
十
六
号
・
明
治
二
十
二
年
九
月
）

　

小
学
校
の
初
期
に
お
い
て
は
普
通
教
育
を
授
け
る
段
階
で
あ
る
こ
と
か
ら

男
女
の
教
育
内
容
を
別
に
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
男
女
別
学
の
主
張
は
益
々
高
ま
っ
て
い
く
。

夫
レ
女
子
ニ
ハ
女
子
タ
ル
ノ
職
ア
リ
男
子
ニ
ハ
男
子
タ
ル
務
ア
リ
各
々

其
尽
ス
所
異
ナ
ル
ハ
当
然
ノ
コ
ト
ナ
リ
然
ラ
バ
教
育
ノ
方
法
男
女
多
少

異
ニ
ス
ベ
キ
必
要
ア
ラ
ン
男
女
学
級
ヲ
異
ニ
ス
ベ
シ
ト
ノ
文
部
省
訓
令

ハ
女
子
教
育
ニ
対
シ
進
歩
ト
云
フ
ベ
シ
（
唐
澤
俊
一
郎
「
女
子
教
育
研

究
ノ
一
端
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百
四
十
三
号
・
明
治
三
十
一
年

八
月
）

　

男
女
の
教
育
内
容
が
異
な
る
こ
と
か
ら
男
女
に
よ
り
学
級
編
成
を
別
に
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
提
案
で
あ
り
、
文
部
省
に
お
け
る
学
級
編
成
に
対
す
る

方
針
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
論
文
の
中
で
実
験
的
試
験
（
口
問

筆
答
）
を
実
施
し
、「
一　

女
子
ハ
国
家
的
観
念
ニ
乏
シ
キ
コ
ト
、
二　

女

子
ハ
観
念
活
動
ニ
乏
シ
、
三　

自
家
平
常
ノ
事
情
ニ
注
意
シ
広
ク
社
会
ニ
注

目
セ
ズ
、
四　

女
子
ハ
眼
前
ノ
美
ヲ
愛
シ
抽
象
的
ニ
乏
シ
キ
コ
ト
」
と
結
論

付
け
、
先
述
の
提
案
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

男
女
別
学
の
主
張
や
男
女
別
学
の
積
極
的
推
進
の
必
要
性
が
高
ま
る
な
か

で
、
文
部
省
の
小
学
校
に
お
け
る
男
女
別
学
の
考
え
方
を
退
け
、
人
間
の
普

遍
性
を
教
育
の
基
盤
と
す
る
男
女
共
学
を
積
極
的
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
提

案
が
な
さ
れ
る
。

文
部
当
局
者
の
方
針
は
と
い
へ
ば
、
啻
に
学
級
を
別
に
す
る
の
み
な
ら

ず
、
成
る
べ
く
は
、
男
子
小
学
校
、
女
子
小
学
校
と
い
ふ
如
く
、
男
と

女
と
、
其
学
校
を
も
別
に
す
べ
し
と
い
ふ
な
り
。

（
中
略
）

第
一
に
男
女
共
学
論
は
、
其
根
拠
を
人
間
の
普
遍
性
に
有
す
る
も
の
な

り
。

（
中
略
）

北
澤
定
吉
氏
は
、
曩
に
信
濃
毎
日
新
聞
に
於
て
、
賢
妻
良
母
主
義
を
評

し
た
り
し
が
、
其
中
に
此
普
遍
性
と
特
異
性
と
に
就
て
論
し
、
我
国
従

来
の
女
子
教
育
は
、
其
一
方
に
偏
し
た
り
特
異
性
の
み
を
見
て
、
普
遍
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性
を
忘
れ
た
り
と
言
へ
り
。

（
中
略
）

第
二
に
男
女
共
学
論
は
、
男
子
の
女
子
に
対
す
る
道
を
男
子
に
知
ら
し

め
、
女
子
の
男
子
に
対
す
る
道
を
女
子
に
知
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
な

り
。
夫
社
会
は
男
女
共
住
の
社
会
な
り
。（
村
松
民
治
郎
「
男
女
共
学

論
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百
九
十
九
号
・
明
治
三
十
六
年
四
月
）

三　

明
治
期
の
長
野
県
に
お
け
る
女
子
の
就
学
状
況
に
つ
い
て

　

明
治
二
十
年
代
の
長
野
県
に
お
け
る
女
子
の
就
学
状
況
に
つ
い
て
教
育
専

門
雑
誌
を
通
し
見
て
み
よ
う
。

故
ニ
第
一
着
ニ
ハ
学
齢
ノ
女
子
ヲ
シ
テ
悉
ク
学
ニ
就
カ
シ
メ
悉
ク
頴
智

ア
ル
道
徳
ア
ル
才
能
ア
ル
将
タ
健
強
ナ
ル
体
身
ア
ル
婦
人
タ
ラ
シ
メ
サ

ル
ヘ
カ
ラ
ス
縦
ヒ
悉
ク
ト
ハ
行
カ
ス
ト
モ
責
メ
テ
ハ
七
八
部
通
リ
ハ
斯

ク
為
サ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ニ
我
日
本
ノ
今
日
ハ
教
育
ノ
尤
普
及
ト
進
シ

タ
リ
ト
称
セ
ラ
ル
ル
我
信
州
ス
ラ
思
フ
半
分
ニ
モ
至
ラ
サ
ル
也
又
悲
シ

カ
ラ
ス
ヤ
（「
信
州
ノ
高
等
女
学
校
論
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
四
十

二
号
・
明
治
二
十
三
年
三
月
）

　

学
齢
期
に
達
し
た
女
子
の
就
学
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
女
子

の
中
等
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
高
等
女
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
以
上
ノ
生
計
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
子
守
女
子
ヲ
雇
入
レ
而
シ
テ
自
分
ノ
女

児
ハ
就
学
セ
シ
ム
ル
モ
中
以
下
ノ
モ
ノ
ニ
至
テ
ハ
自
分
ノ
乳
児
ヲ
子
守

セ
シ
メ
甚
シ
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
他
家
ヘ
子
守
奉
公
ニ
雇
ハ
ル
ル
ア
リ
是
レ

此
等
ノ
女
児
ハ
生
涯
教
育
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
明
治
聖
代
ノ
御
代
ニ

生
レ
無
教
者
ト
ナ
ル
此
不
就
学
ノ
女
児
成
長
ノ
後
チ
他
家
ヘ
嫁
シ
生
徒

ノ
母
ト
ナ
ル
ト
キ
家
庭
ノ
教
育
ハ
如
何
家
庭
教
育
不
完
全
ナ
ル
ト
キ
ハ

学
校
ニ
於
テ
如
何
ニ
熱
心
ニ
教
鞭
ヲ
執
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
其
効
果
ヲ
得
ル

コ
ト
能
ザ
ル
ハ
必
然
ナ
リ
是
子
守
教
育
所
設
置
ヲ
希
望
ス
ル
所
以
ナ
リ

（
中
村
多
重
「
女
子
就
学
普
及
ニ
付
子
守
教
育
所
設
置
ヲ
希
望
ス
」『
信

濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百
四
十
九
号
・
明
治
三
十
二
年
二
月
）

　

明
治
三
十
年
代
初
期
、
学
齢
期
に
達
し
た
女
子
の
就
学
が
停
滞
し
て
い
る

原
因
の
一
つ
に
子
守
奉
公
が
あ
る
と
し
、
そ
の
改
善
策
と
し
て
子
守
教
育
の

設
置
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
七
年
七
月
に
は
上
伊
那
郡
中
沢
尋
常
・
高
等
小
学
校
に
お
い
て

「
女
子
就
学
奨
励
法
」
が
立
案
さ
れ
、「
本
村
不
就
学
ノ
多
キ
ハ
重
モ
ニ
女
子

ニ
ア
リ　

故
ニ
本
村
教
育
ノ
普
及
上
進
ヲ
図
ラ
ン
ト
欲
セ
ハ
女
子
就
学
奨
励

ノ
方
法
ヲ
設
ク
ル
ヲ
以
テ
最
モ
急
務
ナ
リ
ト
ス
」
と
し
、
就
学
の
時
期
を
逸

し
た
女
子
の
た
め
に
「
女
子
臨
時
変
則
生
規
定
」
を
設
け
て
い
る
③
。
ま
た

明
治
三
十
一
年
三
月
四
日
告
諭
第
一
号
で
県
は
、
学
校
教
育
の
進
歩
に
伴
い

家
庭
教
育
の
改
良
が
必
要
で
あ
る
と
し
、「
姑
ク
各
小
学
校
ニ
適
宜
裁
縫
専

修
科
ヲ
附
設
シ
、
之
ニ
加
フ
ル
ニ
修
身
及
ビ
家
庭
教
育
上
必
要
ノ
学
科
ヲ
併

置
シ
、
尋
常
小
学
卒
業
若
ク
ハ
学
齢
外
ノ
女
子
」
を
入
学
さ
せ
る
よ
う
諭
達

し
て
い
る
④
。

　

明
治
三
十
年
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
な
主
張
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
女
子

の
就
学
率
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
運
動
が
活
発
化
し
て
い
く
。

去
ぬ
る
明
治
二
十
九
年
末
の
統
計
に
よ
れ
ば
学
齢
男
女
百
中
就
学
奈
良

県
は
八
〇
、
二
六
に
し
て
全
国
第
一
位
に
居
り
夫
よ
り
静
岡
、
三
重
、

宮
城
、
滋
賀
、
山
口
、
岡
山
、
京
都
、
石
川
、
神
奈
川
、
富
山
、
と
次

第
に
下
り
て
長
野
県
は
第
十
三
位
に
在
り
七
〇
、
八
一
の
就
学
と
そ
然

る
に
男
子
の
み
の
就
学
は
我
県
実
に
全
国
第
一
位
に
あ
り
て
八
八
、
一

四
な
り
島
根
の
八
七
、
三
八
之
に
次
ぎ
奈
良
の
八
六
、
五
五
又
之
に
次

ぐ
又
女
子
の
就
学
は
奈
良
県
の
七
三
、
四
九
な
る
が
全
国
第
一
位
に
し

て
夫
よ
り
逐
次
島
根
、
京
都
、
三
重
、
岡
山
、
神
奈
川
、
大
阪
、
滋
賀
、

宮
城
、
山
口
、
静
岡
、
富
山
、
栃
木
、
石
川
、
群
馬
、
東
京
、
広
島
、

兵
庫
、
を
経
て
長
野
県
は
第
十
九
位
に
あ
り
僅
か
五
一
、
七
五
の
就
学

に
過
ぎ
ず
之
を
奈
良
県
に
比
す
る
に
二
一
、
七
四
一
、
の
差
あ
り
（
小

笠
原
楠
堂
「
通
俗
女
子
教
育
談
《
其
一
》」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百

四
十
一
号
・
明
治
三
十
一
年
六
月
）
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明
治
二
十
九
年
の
統
計
資
料
を
も
と
に
男
子
の
就
学
率
が
全
国
一
位
で
あ

る
の
に
対
し
女
子
の
就
学
率
が
全
国
十
九
位
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
女
子
の
就
学
を
拡
大
し
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
の
記
事
は
女
子
の
就
学
率
が
男
子
に
比
べ
低
迷
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
も
の
で
あ
る
。

試
に
就
学
児
童
の
数
に
徴
す
る
に
、
県
下
の
男
子
就
学
生
は
昨
年
末
の

現
在
百
人
に
対
す
る
部
合
八
十
九
人
、
七
七
に
し
て
全
国
中
一
二
の
地

位
を
占
む
れ
ど
も
、
女
子
就
学
生
は
百
人
に
対
し
五
十
四
人
、
九
九
に

し
て
全
国
中
十
七
番
目
に
位
せ
り
。

（「
本
県
の
女
子
教
育
」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
一
年
十
月
十
一

日
）

　

ま
た
次
の
新
聞
記
事
は
明
治
二
十
九
年
に
お
け
る
統
計
資
料
を
掲
載
し
て

お
り
、
先
に
紹
介
し
た
論
文
（「
通
俗
女
子
教
育
談
《
其
一
》
中
に
引
用
さ

れ
て
い
る
内
容
（
順
位
）
と
は
異
な
り
、
二
位
が
島
根
、
静
岡
が
七
位
と
な

っ
て
い
る
。

文
部
省
第
二
十
六
年
報
を
読
み
た
る
に
本
県
の
小
学
校
就
学
生
男
子
だ

け
は
殆
ん
ど
全
国
第
一
位
に
居
れ
ど
も
男
女
平
均
は
第
十
二
三
位
な
り
。

今
一
層
女
子
教
育
を
盛
に
す
る
様
工
夫
あ
ら
ま
ほ
し

　
　
　

学
齢
就
学
百
分
率

二
十
八
年
に
は
男
女
合
計
百
分
の
六
八
、
〇
九
に
て
第
十
三
位
に
居

り二
十
九
年
に
は
百
分
の
七
〇
、
八
一
に
て
第
十
三
位
に
居
り

三
十
年
に
は
百
分
の
七
二
、
九
七
に
て
第
十
三
位
に
居
り

三
十
一
年
に
は
百
分
の
七
四
、
一
七
に
て
第
十
二
位
に
居
り

之
を
年
に
分
ち
て
順
序
を
排
列
す
る
に
左
の
如
し

二
十
八
年　

　
　

二
十
九
年　

　
　

三
十
年　

　
　

三
十
一
年

　
　
　
　

宮
城　

　
　
　
　

奈
良　

　
　
　
　

奈
良　

　
　
　

奈
良

　
　
　
　

奈
良　

　
　
　
　

島
根　

　
　
　
　

島
根　

　
　
　

島
根

　
　
　
　

三
重　

　
　
　
　

三
重　

　
　
　
　

山
口　

　
　
　

滋
賀

　
　
　
　

静
岡　

　
　
　
　

宮
城　

　
　
　
　

三
重　

　
　
　

山
口

　
　
　
　

滋
賀　

　
　
　
　

滋
賀　

　
　
　
　

京
都　

　
　
　

三
重

　
　
　
　

島
根　

　
　
　
　

山
口　

　
　
　
　

岡
山　

　
　
　

京
都

　
　
　
　

石
川　

　
　
　
　

静
岡　

　
　
　
　

滋
賀　

　
　
　

富
山

　
　
　
　

岡
山　

　
　
　
　

岡
山　

　
　
　
　

神
奈
川　

　
　

岡
山

　
　
　
　

京
都　

　
　
　
　

京
都　

　
　
　
　

富
山　

　
　
　

神
奈
川

　
　
　
　

富
山　

　
　
　
　

石
川　

　
　
　
　

石
川　

　
　
　

静
岡

　
　
　
　

山
口　

　
　
　
　

神
奈
川　

　
　
　

宮
城　

　
　
　

群
馬

　
　
　
　

神
奈
川　

　
　
　

富
山　

　
　
　
　

静
岡　

　
　
　

長
野

　
　
　
　

長
野　

　
　
　
　

長
野　

　
　
　
　

長
野　

　
　
　

大
阪

（「
女
子
教
育
を
盛
ん
に
せ
よ
」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
三
年

一
月
二
十
六
日
）

四　

明
治
期
に
お
け
る
女
子
の
教
育
内
容
に
つ
い
て

　

明
治
期
に
お
け
る
女
子
に
対
す
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
教
育
専
門
雑
誌
、

新
聞
を
通
し
見
て
み
よ
う
。

女
子
ヲ
教
育
ス
ル
ニ
ハ
細
長
ク
上
方
ニ
発
達
セ
シ
ム
ル
ヨ
リ
モ
寧
ロ
基

礎
ヲ
丈
夫
堅
固
ニ
ス
ル
様
殊
更
ニ
注
意
セ
サ
ル
可
ラ
ス
言
ヲ
換
ヘ
テ
云

ヘ
ハ
未
タ
学
ハ
サ
ル
所
ヲ
漫
リ
ニ
教
ヘ
込
ヨ
リ
モ
既
ニ
学
ビ
得
タ
ル
所

ヲ
十
分
ニ
習
熟
セ
シ
メ
万
一
中
途
廃
学
ノ
後
ト
雖
ト
モ
実
地
ニ
運
用
ス

ル
ヲ
得
ヘ
カ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
（「
子
守
教
育
及
巡
回
教
授
ノ
コ
ト
」『
信
濃

教
育
会
雑
誌
』
第
二
十
六
号
・
明
治
二
十
一
年
十
一
月
）

　

女
子
の
場
合
、
学
習
内
容
は
基
礎
的
事
項
に
精
選
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

学
習
を
通
し
学
習
内
容
を
知
識
と
し
て
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
獲
得
さ
れ
た
知
識
に
つ
い
て
は
実
生
活
に
即
し
実
践
で
き
る
よ
う

教
育
上
の
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
女
子
教

育
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

其
養
育
ノ
有
様
ハ
ト
申
サ
ハ
是
亦
大
低
ハ
婦
人
ノ
手
ニ
成
リ
婦
人
ノ
膝
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ニ
長
ス
ル
者
テ
ア
リ
マ
シ
テ
取
分
ケ
感
覚
鋭
敏
ノ
時
期
ニ
於
テ
多
数
ヲ

占
メ
テ
居
リ
マ
ス
ル
夫
レ
故
ニ
自
然
ト
婦
人
ノ
言
ヲ
聞
キ
馴
レ
婦
人
ノ

行
ヲ
見
馴
レ
一
カ
ラ
十
マ
デ
婦
人
ノ
躾
形
ニ
染
リ
己
レ
多
少
ノ
遺
伝
ヤ

多
少
ノ
天
賦
ハ
卒
ニ
婦
人
□
エ
ネ
ル
ギ
ー
ニ
圧
制
サ
レ
マ
シ
テ
知
ラ
ス

識
ラ
ス
第
二
ノ
天
性
ヲ
造
リ
善
悪
邪
正
一
ニ
婦
人
ノ
気
質
ニ
類
似
イ
タ

ス
コ
ト
ハ
之
レ
ヲ
古
今
内
外
ノ
歴
史
ニ
徴
ス
ル
モ
明
白
ナ
ル
コ
ト
テ
其

之
レ
ニ
感
染
致
サ
ヌ
者
ハ
殆
ン
ト
暁
天
ノ
星
ノ
如
キ
ヲ
懐
ヘ
ハ
実
ニ
婦

人
ノ
無
文
字
無
教
育
ホ
ド
頗
フ
ル
危
険
ニ
シ
テ
且
不
便
不
利
ナ
リ
ト
云

フ
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ

（
中
略
）

修
身
科　

日
常
ノ
作
法
及
良
妻
賢
母
ト
ナ
ル
ベ
キ
一
切
ノ
心
得

読
書
科　

平
仮
名
綴　

日
用
簿
記　

受
取
証　

口
上
文　

住
所
姓
名

　
　
　
　

贈
物
上
書
ノ
ル
イ

珠
算
科　

日
用
適
切
ノ
四
則

裁
縫
科　

日
常
ノ
衣
類
ニ
関
ス
ル
一
切
ノ
事
項

（
前
同
人
「
女
子
就
学
ヲ
増
ス
ノ
方
案
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
八
十

九
号
・
明
治
二
十
七
年
二
月
）

　

女
子
の
場
合
、
修
身
科
に
お
い
て
は
日
常
の
作
法
、
良
妻
賢
母
に
な
る
た

め
の
心
得
な
ど
が
主
要
な
内
容
と
さ
れ
て
お
り
、
更
に
子
育
て
と
い
う
女
子

が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
女
子
に
つ
い
て
子
育
て
を
天
職
と
す
る
主
張

が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
⑤
。

凡
ソ
其
国
民
ヲ
根
本
ヨ
リ
形
作
ラ
ン
ニ
ハ
家
庭
教
育
ノ
進
歩
ヲ
謀
ラ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
家
庭
ノ
教
育
ヲ
充
分
ニ
セ
ン
ニ
ハ
母
タ
ル
モ
ノ
ノ
教
育
ヲ

盛
ナ
ラ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
従
来
母
タ
ル
ベ
キ
女
子
ハ
母
タ
ル
ニ
適
当

ナ
ル
教
育
ヲ
受
ケ
女
徳
ヲ
備
ヘ
ヨ
ク
我
子
女
ヲ
教
養
感
化
シ
得
ベ
キ
資

ヲ
有
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
即
家
庭
教
育
ノ
主
動
者
ハ
女
子
ニ
ア
リ
テ
将
来

ノ
国
民
ヲ
形
成
ス
ル
基
礎
ヲ
立
ツ
ル
モ
ノ
ハ
家
庭
教
育
ニ
ア
リ
故
ニ
将

来
確
然
動
ク
ナ
キ
国
民
ヲ
作
ラ
ン
ニ
ハ
女
子
ノ
教
育
ヲ
普
及
ナ
ラ
シ
メ

以
テ
充
全
ニ
近
ツ
カ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
（
赤
羽
長
重
「
女
子
教
育
ニ
対
ス

ル
所
感
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百
二
十
九
号
・
明
治
三
十
年
六
月
）

　

子
育
て
を
天
職
と
す
る
女
子
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し
、

女
子
教
育
の
更
な
る
普
及
・
徹
底
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

女
子
は
社
会
国
家
に
立
ち
て
万
般
の
業
務
を
執
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
こ

れ
に
関
す
る
普
通
の
智
識
を
有
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
何
と
な
れ
ば
女
子
も

社
会
国
家
の
一
民
な
り
社
会
国
家
に
関
す
る
普
通
の
智
識
を
具
へ
ざ
れ

ば
将
来
社
会
国
家
に
立
つ
所
の
子
女
を
教
養
し
が
た
く
夫
を
補
佐
し
が

た
く
従
ひ
て
男
子
よ
り
軽
視
さ
る
れ
ば
な
り
（
小
林
要
三
郎
「
女
子
教

育
上
の
鄙
見
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百
四
十
二
号
・
明
治
三
十
一

年
七
月
）

　

子
育
て
を
担
当
す
る
女
子
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
止
ま
ら
ず
、
国
家

の
構
成
員
と
し
て
の
女
性
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

皇
祖
天
照
太
神
、
神
宮
皇
后
は
何
れ
も
女
性
に
ま
し
ま
し
し
も
尊
し
や
、

さ
る
を
儒
仏
二
教
の
渡
来
後
は
次
第
に
其
の
教
に
染
み
て
女
子
を
賎
む

風
習
の
起
れ
る
ぞ
う
た
て
か
り
け
る
か
く
て
は
と
て
も
国
家
の
繁
栄
は

望
み
難
か
る
べ
し
、
余
輩
の
足
ら
は
ぬ
考
に
て
は
女
子
は
何
故
に
劣
れ

る
者
な
る
か
解
し
得
ぬ
な
り

（
中
略
）

（
第
二
）
女
子
の
本
分

さ
ら
ば
女
子
の
特
能
を
発
揮
す
べ
き
本
分
と
は
何
な
る
か
言
は
で
も
し

る
し
良
妻
賢
母
た
る
に
あ
り
（
小
笠
原
楠
堂
「
通
俗
女
子
教
育
談
《
其

一
》」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百
四
十
一
号
・
明
治
三
十
一
年
六
月
）

　

女
子
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
日
清
戦

争
終
了
後
、
益
々
そ
の
傾
向
は
強
く
な
っ
て
い
く
。

要
ス
ル
ニ
吾
人
ハ
女
子
教
育
ニ
向
テ
望
ム
所
ハ
第
一
念
頭
ニ
国
家
的
観

念
ヲ
据
エ
少
ク
ト
モ
古
今
ノ
変
遷
、
世
界
ノ
形
勢
吾
国
ノ
現
状
ニ
関
ス

ル
事
情
ト
、
愛
児
ノ
未
来
ヲ
定
ス
ヘ
キ
見
識
ト
ヲ
与
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
希
シ
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テ
止
マ
ザ
ル
ナ
リ
、
彼
単
ニ
男
女
其
性
状
ヲ
異
ニ
ス
ト
謂
ヘ
ル
単
純
ナ

ル
論
鋒
ヲ
以
テ
教
科
書
ヲ
別
ニ
シ
、
卑
近
ナ
ル
説
話
ヤ
、
女
徳
ノ
養
成

ノ
ミ
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
ヲ
望
ム
モ
ノ
ナ
リ
（
尾

崎
元
連
「
女
子
教
育
上
ノ
管
見
」『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』
第
百
五
十
四

号
・
明
治
三
十
二
年
七
月
）

　

女
子
が
果
た
す
役
割
（
子
育
て
）
に
期
待
す
る
と
同
時
に
、
従
来
の
良
妻

賢
母
型
の
女
子
教
育
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
「
要
ス
ル
ニ
女
子
ト

シ
テ
望
ム
所
ハ
天
職
以
外
ニ
工
芸
、
技
術
、
文
科
、
理
科
、
大
要
ヲ
心
得
、

夫
ノ
職
業
ニ
同
情
ヲ
寄
ス
ベ
キ
知
識
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
フ
ニ
ア
リ
。」

と
指
摘
し
、
実
社
会
に
有
用
な
技
術
、
知
識
の
習
得
に
つ
い
て
も
期
待
す
る

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
清
戦
争
終
了
後
、
就
学
統
計
に
つ
い
て
言
及
し
た
次
の
よ
う
な
新
聞
記

事
が
認
め
ら
れ
る
。

顧
み
て
本
県
下
の
女
子
教
育
を
観
る
、
吾
人
は
其
進
歩
の
甚
だ
遅
々
た

る
に
驚
か
ざ
る
を
得
ず
、
否
、
寧
ろ
進
歩
の
兆
な
き
を
嘆
か
ざ
る
を
得

ず
、
吾
人
を
し
て
嘆
声
を
発
せ
し
む
る
も
の
は
事
実
な
り
、
乞
ふ
二
十

六
年
度
末
の
統
計
を
見
よ
。

　
　
　

学
齢
児
童　

　
　
　
　
　
　
　
　

同
上
就
学

　

男　

一
〇
三
、
七
六
八　

　
　
　
　
　

七
三
、
二
二
八

　

女　
　

九
四
、
一
五
八　

　
　
　
　
　

三
七
、
四
二
二

　
　
　

尋
常
科
卒
業
者　

　
　
　
　
　
　

高
等
科
卒
業
者

　
　
　
　

一
一
、
一
〇
三　

　
　
　
　
　
　

一
、
三
九
四

　
　
　
　
　

三
、
二
〇
三　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
八

即
ち
学
齢
の
数
は
男
女
略
ぼ
其
数
を
同
ふ
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
女
子
就

学
の
数
は
男
子
の
半
に
過
ぎ
ず
、
而
し
て
尋
常
科
卒
業
者
は
男
子
三
分

の
一
に
及
ば
ず
し
て
、
高
等
科
を
卒
業
す
る
も
の
に
至
て
は
、
男
子
の

十
一
分
の
一
に
も
及
ば
ざ
る
実
際
な
り
。

（
中
略
）

纔
に
尋
常
科
を
卒
業
せ
し
め
た
る
位
に
て
、
父
兄
の
任
尽
き
た
る
も
の

と
思
ふ
が
如
き
は
大
な
る
誤
り
に
て
、
苟
も
女
子
を
持
つ
、
少
く
と
も

高
等
小
学
は
卒
へ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
及
ぶ
べ
く
ん
ば
一
歩
進
ん
で
高

等
の
普
通
学
を
修
め
し
む
る
を
要
す
。（
女
子
の
高
等
普
通
学
教
育
所

は
、
現
今
無
し
と
雖
も
、
必
要
有
り
之
を
促
す
に
於
て
は
必
ず
設
立
を

見
ん
）
之
父
兄
が
其
子
に
対
す
る
義
務
た
る
の
み
な
ら
ず
、
国
家
に
対

す
る
義
務
た
る
也
。
斯
く
し
て
初
め
て
良
母
出
で
ん
、
国
民
教
育
の
基

礎
立
た
ん
。（「
県
下
の
女
子
教
育
」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
二
十
八

年
三
月
十
二
日
）

　

右
の
よ
う
な
女
子
の
就
学
率
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
論
調
の
背
景
に
は

ど
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
の
新
聞
記
事
は
西
園
寺
文
相
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で

あ
る
。西

園
寺
文
相
の
教
育
方
針
は
本
紙
表
面
に
掲
出
す
る
如
く
、
之
を
摘
要

す
れ
ば
英
語
を
普
及
せ
し
め
て
実
用
に
供
す
る
こ
と
、
女
子
教
育
を
盛

ん
に
し
て
吾
人
の
相
続
者
た
る
英
児
を
保
育
す
る
こ
と
、
修
身
科
は
治

世
の
能
臣
た
る
べ
き
伝
記
を
加
ふ
べ
し
、
例
せ
ば
、
魏
徴
の
唐
太
宗
に

対
し
て
臣
を
し
て
良
臣
た
ら
し
め
よ
、
忠
臣
た
ら
し
む
る
勿
れ
と
云
ひ

た
る
如
き
類
な
り
と
の
三
点
に
在
り
。

（
中
略
）

如
今
人
心
の
動
も
す
れ
ば
、
保
守
に
流
れ
ん
と
す
る
傾
向
を
避
け
、
務

め
て
実
用
多
き
英
語
を
普
及
せ
し
め
、
進
ん
で
世
界
的
運
動
を
為
す
に

足
る
底
の
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
は
、
文
部
大
臣
の
方
針
と
し
て
、
吾

人
其
甚
だ
至
当
な
る
を
み
と
め
ず
ん
ば
非
ず
。（「
西
園
寺
文
相
の
教
育

方
針
」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
二
十
八
年
八
月
六
日
）

　

女
子
教
育
の
推
進
な
ら
び
に
女
子
に
実
社
会
に
有
用
な
技
術
、
知
識
の
習

得
を
期
待
す
る
背
景
に
は
国
家
的
要
請
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

先
述
し
た
村
松
民
治
郎
の
論
文
（「
男
女
共
学
論
」）
に
登
場
す
る
北
澤
定

吉
の
「
賢
妻
良
母
主
義
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
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今
日
の
や
う
な
時
勢
に
何
も
『
賢
母
良
妻
』
な
ん
て
片
苦
し
い
名
称
を

存
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
ま
つ
と
適
切
な
名
を
撰
ん
で
自
己
の
主
義

を
標
榜
し
た
ら
ど
う
だ
ら
う
。
人
か
ら
誤
解
さ
れ
ぬ
丈
け
で
も
其
方
が

ま
し
で
は
な
い
か
。
僕
は
彼
の
『
賢
母
良
妻
主
義
』
を
弁
護
す
る
論
者

に
此
忠
告
を
与
へ
や
う
と
思
ふ
。
聞
け
ば
下
平
君
は
他
の
名
目
を
撰
ん

で
自
己
の
信
ず
る
女
子
教
育
主
義
を
述
べ
近
刊
の
信
濃
教
育
会
雑
誌
へ

掲
げ
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
余
の
大
に

同
意
す
る
所
で
あ
る
。
ま
し
て
況
ん
や
如
何
に
意
義
を
拡
充
す
る
も

『
賢
母
良
妻
』
と
い
ふ
以
上
は
家
庭
に
於
け
る
女
子
の
務
を
主
位
に
と

つ
て
、
社
会
に
於
け
る
女
子
の
務
、
人
と
し
て
の
女
子
の
務
は
こ
れ
を

客
位
に
お
く
と
い
ふ
譏
は
到
底
避
く
べ
か
ら
ざ
る
を
や
。
差
別
の
方
面

を
偏
重
し
て
、
平
等
の
方
面
を
偏
軽
す
る
の
譏
は
避
く
可
ら
ざ
る
を
や
。

家
庭
に
於
け
る
、
社
会
に
於
け
る
、
人
と
し
て
の
務
、
三
者
の
間
に
主

従
の
関
係
を
つ
け
て
、
僅
に
其
調
和
を
謀
る
な
ぞ
は
、
十
八
世
紀
の
考

で
、
二
十
世
紀
の
今
日
か
ら
は
批
評
す
る
値
も
な
い
。
要
す
る
に
賢
母

良
妻
主
義
も
亦
盾
の
一
面
を
見
て
、
他
の
一
面
を
見
な
い
考
で
あ
る
。

（
北
澤
定
吉
「
賢
母
良
妻
主
義
（
五
）」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十

六
年
三
月
九
日
）

　

家
庭
に
お
け
る
女
子
の
努
め
を
重
視
し
、
社
会
に
お
け
る
女
子
の
努
め
な

ら
び
に
人
と
し
て
の
女
子
の
務
め
を
軽
視
す
る
と
い
っ
た
「
賢
母
良
妻
主

義
」（
良
妻
賢
母
主
義
）
が
持
つ
弊
害
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
下
平
末
蔵
の
「
良
妻
賢
母
主
義
」
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
⑥
。

又
女
子
教
育
を
広
義
に
解
す
れ
ば
尋
常
一
学
年
の
女
児
を
教
育
す
る
も

亦
女
子
教
育
な
れ
ど
も
此
年
齢
よ
り
特
に
男
子
と
区
別
し
て
妻
母
た
る

教
育
を
施
す
が
如
き
愚
を
な
す
も
の
な
か
る
べ
し
。
総
じ
て
男
女
の
特

質
の
著
し
く
顕
は
る
る
は
十
三
四
歳
以
上
に
あ
り
そ
れ
以
前
に
於
て
は

男
女
の
教
育
に
さ
ま
で
格
段
の
区
別
を
立
つ
る
必
要
な
し
。

（
下
平
末
蔵
「
良
妻
賢
母
主
義
に
就
て
（
三
）」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明

治
三
十
六
年
二
月
十
三
日
）

　

下
平
は
女
子
教
育
を
広
義
に
解
釈
し
十
三
四
歳
以
前
に
お
い
て
は
男
子
と

区
別
し
女
子
に
良
妻
賢
母
教
育
を
施
す
必
要
が
な
い
と
し
て
い
る
。
北
澤
は

下
平
の
「
良
妻
賢
母
主
義
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

賢
母
良
妻
た
る
為
に
は
先
よ
き
人
た
る
を
要
す
と
い
ふ
前
提
か
ら
出
立

し
て
、
Ｃ
（
筆
者
注
、
女
子
に
対
す
る
特
殊
な
る
教
育
）
を
第
一
位
に

置
き
、
Ｂ
（
筆
者
注
、
男
女
に
共
通
す
る
普
通
教
育
・
人
と
し
て
の
教

育
）
を
第
二
位
に
置
い
て
、
Ｂ
を
Ｃ
に
依
属
さ
せ
や
う
と
試
み
て
居
り

ま
す
。
下
平
君
の
説
は
確
か
此
立
場
を
採
つ
て
居
ら
れ
た
か
と
思
ひ
ま

す
。
若
し
強
い
て
『
賢
母
良
妻
』
の
名
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら

ば
、
此
の
立
場
を
採
る
外
は
な
い
の
で
、（
中
略
）
下
平
君
の
や
う
に

C

＋B

の
全
体
を
其
中
に
込
め
て
貰
ひ
た
い
。『
賢
母
良
妻
主
義
』
を

狭
義
に
解
し
た
ら
、
こ
の
主
義
程
女
子
教
育
を
害
す
る
も
の
は
な
か
ら

う
と
思
ふ
。

（
北
澤
定
吉
「
賢
母
良
妻
主
義
（
四
）」『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十

六
年
三
月
八
日
）

　

下
平
の
女
子
教
育
（
良
妻
賢
母
）
の
考
え
方
を
妥
当
な
も
の
と
し
て
支
持

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五　

ま
と
め

　

明
治
の
教
育
専
門
雑
誌
、
新
聞
を
通
し
明
治
中
期
に
お
け
る
長
野
県
の
女

子
教
育
の
実
態
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
。

　

明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
は
男
女
の
教
育
内
容
の
違
い
か
ら
男
女
別
学
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
主
流
で
あ
り
、
文
部
省
も
そ
の
よ
う

な
方
針
を
示
し
て
い
た
。
小
学
校
の
初
期
に
お
い
て
は
普
通
教
育
を
授
け
る

段
階
で
あ
り
、
男
女
別
学
に
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
主
張
も
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
女
子
の
就
学
を
促
す
た
め
高
等
女
学
校
設
置
の
提
案
が
な
さ
れ
、
明

治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
子
守
教
育
所
設
置
の
提
案
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　

日
清
戦
争
終
了
後
の
明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
女
子
の
就
学
率
向
上
の

動
き
は
益
々
活
発
化
し
て
い
く
。
女
子
に
対
し
て
は
良
妻
賢
母
と
し
て
の
教

育
と
同
時
に
国
家
の
構
成
員
と
し
て
の
役
割
を
担
う
教
育
が
課
さ
れ
る
よ
う
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明治中期の長野県の女子教育の実態と背景

に
な
っ
て
い
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
中
期
の
長
野
県
に
お
け
る
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、

女
子
の
就
学
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
県
全
体
の
就
学
率
の
上
昇
を
企
図

す
る
論
説
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
形
態
・

内
容
と
し
て
は
男
女
別
学
的
な
教
育
の
推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
実

態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
な
か
で
男
女
に
共
通
す

る
普
通
教
育
（
人
と
し
て
の
教
育
）
を
基
調
と
す
る
女
子
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
提
案
し
て
い
た
下
平
末
蔵
、
北
澤
定
吉
、
村
松
民
治
郎
の
先
進
性
は
注

目
に
値
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
三
者
の
議
論
に
注
目
し
、
長
野

県
に
お
け
る
女
子
教
育
に
つ
い
て
の
議
論
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

注①　
　

 

橋
本
紀
子
『
男
女
共
学
制
の
史
的
研
究
』（
平
成
四
年
・
大
月
書

店
・
三
十
七
頁
）

②　
　

 

秋
枝
蕭
子
「
教
育
令
及
び
改
正
教
育
令
発
布
前
後
の
女
子
教
育
―
文

部
省
日
誌
及
び
年
報
を
中
心
と
し
た
検
討
―
」（『
文
芸
と
思
想
』
昭

和
三
十
五
年
・
百
六
十
七
頁
）

③　
　

 『
長
野
県
教
育
史
第
十
一
巻
資
料
編
五
』（
昭
和
五
十
一
年
・
長
野
県

教
育
史
刊
行
会
・
六
百
四
十
五
頁
）

④　
　

 『
長
野
県
教
育
史
第
二
巻
総
説
編
二
』（
昭
和
五
十
六
年
・
長
野
県
教

育
史
刊
行
会
・
六
十
五
頁
）

⑤　
　

 

木
下
比
呂
美
「
明
治
期
に
お
け
る
育
児
天
職
論
と
女
子
教
育
」（『
教

育
学
研
究
』
第
四
十
九
巻
第
三
号
・
昭
和
五
十
七
年
・
二
十
五
頁
）

⑥　
　

 

下
平
は
当
時
、
上
田
高
等
女
学
校
長
を
務
め
て
お
り
、「
良
妻
賢
母

に
就
て
（
一
）」
〜
「
良
妻
賢
母
に
就
て
（
三
）」
と
題
す
る
論
文
を

『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
二
月
十
一
日
、
二
月
十
二
日
、

二
月
十
三
日
の
紙
面
に
連
載
し
て
い
る
。

 

（
長
野
県
短
期
大
学　

多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

日
本
語
日
本
文
化
専
攻
）

 

（
〒
３
８
０
―
８
５
２
５　

長
野
県
長
野
市
三
輪
８
―
４
９
―
７
）


